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学生の㈨㉁・⬟ຊのྥ上をめࡊして 

―授業づくりを通して― 
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はじめに 

 教育基本ἲ第༑一᮲（幼ඣ期の教育）の書き出しに、「幼ඣ期の教育は、生ᾭにࢃたる人᱁ᙧ成の

基♏をᇵう重せなものであることにかんがみ、・・・。」とある。人᱁とはఱか、『ᗈ㎡ⱌ』ᒾἼ書ᗑ

2008 には、「ձ人がら。人᱁。ղࣃーࢼࢯリテー。ճ㐨ᚨ的⾜Ⅽの体としての個人。自ᚊ的意ᛮ

を᭷し、自己Ỵ定的であるとこࢁの個人。」とある。ここから、生άが自ᚊ的で、㐨ᚨ的実践ຊや実践

がഛࢃり、自己Ỵ定ができる人間ീがᾋかんでくる。  

 幼ඣ教育が人᱁ᙧ成の基♏をᇵうというがあるのなら、それを教える教師もまた人᱁⪅であっ

てしいとᛮう。通ಙ学㒊の学生の授業をᢸᙜして㸱年┠に入った本年度は、スࢡーリングの≉性を

生かした授業のᅾり方について考えたいとᛮい、この᪥的かつ᫆のテーマであるᶆグのㄢ㢟につ

いて、⚾の考えをᩚ⌮し、実践ሗ告としてまとめた。 

 
第１、学⩦ᣦᑟせ㡿の改ゞ 

201� 年 12 ᭶ 21 ᪥、中ኸ教育ᑂ議から「幼⛶ᅬ㸪ᑠ学ᰯ㸪中学ᰯ㸪㧗➼学ᰯཬび≉ูᨭ学ᰯ

の学⩦ᣦᑟせ㡿➼の改善ཬびᚲせな方⟇➼について⟅申（）」が出された。ᚑ᮶の学⩦内容の変᭦

にとどまらࡎ、ᣦᑟ方ἲや学ᰯの教育ㄢ程の⦅成にまで踏み㎸んだ⟅申である。 

改定のᰕになっているのは、㈨㉁・⬟ຊとカリࣛࣗ࢟ム・マࢿジメンࢺの考え方である。ྛ教⛉➼

を通して身にけなけれࡤならない▱識体⣔とそれを᰾にしながら、学ࡪຊ、そして学び⥆けるጼໃ

が㈨㉁・⬟ຊのᅵྎになっている。 

 2017 年 3 ᭶には᪂学⩦ᣦᑟせ㡿がබ示された。2018 年度には、幼⛶ᅬで改ゞ教育せ㡿に基づいた

教育が実される。学びの場では、「ఱができるようになるか」を᫂確させ、▱識の⌮ゎの㉁を㧗

め、㈨㉁・⬟ຊを育む「体的・ᑐ話的で深い学び」が求められている。 

 学ᰯでの教え方も変ࢃり、一方的に教え㎸むᙧの学びはᾘえていく。子どもたちは、自ら考え、発

言し、自分たちで学びあう中で、発見し、ㄢ㢟ゎỴしていく。そして、教師はそのຓやᨭをして
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いくことになる。 

 こうした≧ἣの中で、教師のᏑᅾ感はどこに見いだしていくのか。ࢥンピࣗータはもちࢁん、㟁子

㯮ᯈのά⏝や動⏬をά⏝したプࣞࢮンテーション⬟ຊも求められていく。教師は、自ら考えるຊ、自

ら調べていくຊ、まとめ表現していくຊ、ά⏝ຊ➼をලഛしなけれࡤ、子どもたちのᚰにᐤりῧい、

師ᘵྠ⾜の㐨をṌむことはできない。 

 これからの᪥本の教育が┠ᣦしていく方ྥは、ࡺとり教育でもワめ㎸みの教育でもない。ますます

グࣟーバルしていく♫の中では、▱識や考え方を▱っているだけでは通⏝せࡎ、自分なりにᤊえ

┤し、ㄢ㢟ゎỴにά⏝し、ఱか自分なりに創り出すような体的な▱的⬟ຊをけることが重せにな

っている。「▱っている」だけでは通⏝しない௦に入ったと考えられるが、そのことに㛵ᚰを示し

ている学生が⚾の࿘りにはとんどいない。 

 
第２、教師の㈨㉁・⬟ຊを育む 

こうした⫼ᬒの中で、教育現場では、大人の㈐௵感を持った、子どものᚰのある（⌮ゎある）人、

そんな教師がᚲせである。 

 そこで、⚾の授業を受ける学生の意識調ᰝをヨみ、実ែを᥈った。 

・学生の生ά実ែ調ᰝ（2017 年 7 ᭶～9 ᭶）学生の㛵ᚰについて 

調ᰝᑐ㇟：本年度スࢡーリングの受ㅮ生（通ಙ学生）・２㸮ṓ௦から㸳㸮ṓ௦ 

人 数 ：２㸵名（⏨子㸳名、ዪ子２２名） 

（調ᰝの⤖ᯝから） 

・受ㅮの┠的は、一人を㝖いてಖ育ኈ・幼⛶ᅬ教ㅍචチの取ᚓである。 

・全ဨの学生が、マスメࢹアሗの、ⱁ⬟やスポーࢶへ㧗い㛵ᚰを示し、ẖ᪥࢙ࢳッࢡしている。 

ᨻや経῭、ୡ⏺ໃ➼への㛵ᚰはపく、✚ᴟ的な㛵ᚰを示す学生はいない。 

・᪂聞に┠を通す⩦័のある学生は１１人（約 41㸣）、ㄞ書㔞については、１ࣨ᭶に㸱௨上本をㄞ 

む学生は㸵人（約 2�㸣）、㸮の学生も㸶人（約 30㸣）いる。本をㄞむと⟅えた学生も、ᩥ学సရ 

や幼ඣ教育のᑓ㛛書が㸱人、他は、㊃味の本、㞧ㄅ㢮である。 

・㊃味、≉ᢏについてၥうと、㔝⌫、ỈὋ、バࣞー࣎ール、テࢽス、ジョࢠングに㸳人（約 19㸣）、 

音ᴦ㛵ಀ（ピアノ・ኴ㰘・ࣇルーࢠ・ࢺター➼）に㸵人（約 2�㸣）、他の 15 人は、スポーࢶジ 

ム、ⱥ話、㈙い≀、ᩱ⌮、ᐷることであり、「なし」と⟅えた学生も 3 人いた。ⱥ話をጞめた 

学生が 3 名࠾り、ⱥㄒ教育にかかる㛵ᚰの㧗まりを感ࡌるとともに、体ຊづくりやᑓ㛛性にかかࢃ 

る㊃味や≉ᢏのある学生が、ண想እに少ないことが分った。 

・教師の㈨㉁としてᚲせな㈨㉁については、教育ឡ 12 人、感 13 人、ᑓ㛛性１人、බඹ性（♫

性）㸳人。ࢃからないとᅇ⟅した学生も 3 人いた。（」数ᅇ⟅もྍ） 

・⚾の受ㅮ生には、子どもが好きで、教師がኳ⫋と考える一方で、ᑓ㛛性は≉にᚲせないと考えてい 
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るഴྥにあると分かった。 

・幼ඣの「生きるຊの基♏」をᇵうための「感性」を育むことはᚲせか。にᑐして、２㸳人（93㸣）  

がᚲせと応えて࠾り、他の２名は、ࢃからないと⟅えている。  

 上グは、通ಙ教育のスࢡーリングで⚾の授業を受ける学生の、んの᩿∦的な調ᰝではあるが、学

生の㈨㉁のྥ上を㏣求していくことは㞴しいことであるとᛮえた。 

中ኸ教育ᑂ議『ᚋの学ᰯに࠾けるࣕ࢟リア教育・⫋業教育のᅾり方について ᖹ成 23 年 1 ᭶

31 ᪥』の⟅申に࠾いても、ࣕ࢟リア教育の定⩏である、「一人一人の♫的・⫋業的自立にྥけ、ᚲ

せな基盤となる⬟ຊやែ度を育てることを通して、ࣕ࢟リア発㐩をಁす教育が、༑分ではないことが

うかがえる。」とのሗ告がなされている。⚾も、通ಙ教育のスࢡーリングの授業を通して、学生に、♫

の中で自分のᙺ割をᯝたしながら、自分らしい生き方を実現していく㐣程の実践ຊが足している

のではないかと考える。 

そこで、授業を通して、ྍ⬟な㝈り、学生の体的な学びへつながるような、⚾の授業の改善をヨ

み、学生の実践ຊを育む⣒ཱྀをᶍ⣴した。 

 
１．「こどもと環境」の授業を通して 

  アンࢣーࢺ調ᰝの「感性」を手がかりに、授業を組むことを考えた。 

  ここでの学びは、㡿ᇦ「環境」の内容を書きさせたり覚えさせたりすることではない。子ども

たちとかかࢃる中で、環境構成を通してどうに㛵ࢃっていくのか、ල体的な体験として内容を定╔

させるために、どの様なຓがᚲせなのかと、ほᐹし、考え、ᕤኵするຊを育成することである。 

（１） 学⩦ㄢ㢟として、下グの環境構成の中で考えさせることにした。 

㹉幼⛶ᅬの⛅、ᅬᗞにはࢥスࣔスがဏいていた。⚾が実際に⪥にした、ᅬᗞでのＦ教ㅍとᅬඣ㹑 

との話を提౪して、考えさせた。 

 㹑：「ඛ生、ピンࣗࢳとしࢁのⰼが好きだよ。きれいです。」 

 Ｔ：「㹑ちࡷん、こっちのは、ピンࡷࡌࣗࢳなくて、ピンࢡって言うんだよ。ピンࢡと言ってࡈら 

ん。」 

 㹑：「ピンࢡ。」 

 Ｔ：「上手にピンࢡが言えたね。」 

（２） ㄢ㢟は「ここで、Ｆඛ生の言葉かけ（ᑐ応）についてみんなで考えてみましࡻう。」である。 

  （㹏は、発ၥ。・௨下に、発言や反応➼をグ述した。） 

㹏１：まࡎ、ྛ自、自分の考えを書き出してください。（࣡ーࢡシーࢺにグ述） 

㹏２：グループで、話し合いをして、そのせⅬを、௦表⪅がまとめて発表してください。 

 ・㸲人のグループを基本にして、討議の間をタ定。㟼かな様子が、一変して、話し合いά動とな 

る。自分の意見が手ඖにあるので、意見は出しやすい。しかし、他人の意見を聞いて、発ᒎ的に 

学生の資質・能力の向上をめざして 135



 ― 4 ―

述べていくことは㞴しく、ྖ⪅をỴめて、まとめさせることにした。 

 ・「㸳ṓඣくらいになると、きちんとピンࢡと言って、Ⰽがㄆ識できるとᛮうから、きちんと言葉

のຮᙉをさせることはいいことである。自分でもそのように言うだࢁう。」と述べた学生が多か

った。（≉にၥ㢟意識はなかった。） 

㹏㸱：「子どものᚰにᐤりῧう。」という言葉を⚾たちはⰋくいますが、Ｆඛ生の「㹑ちࡷんのᚰに

ᐤりῧう」というのは、このような言葉かけでよいのでしࡻうか。 

・学生は、言葉では、子どものᚰのᐤりῧうと▱っている。子どものᚰにᐤりῧうというほⅬから 

考えさせるようにした。（グループ討議、ྖ⪅᭰） 

・10 分間のࣇリー討議であったが、学生からでた言葉かけの௦表的なものはḟのと࠾りである。 

 「。んみたいだねࡷんは見つけたんだね。㹑ちࡷⰼがきれいだと、㹑ち࠾」

 「。ⰼが一␒好きなんだね࠾のࢡんは、ピンࡷスࣔスのⰼはきれいだね。ඛ生も大好きだよ。㹑ちࢥ」

 「みんなで࠾ⰼの࠾ୡ話をして、いっࡥいきれいなⰼがဏいたね。㹑ちࡷんの好きな࠾ⰼを、教ᐊ 

の中にも㣭ࢁうか。」 

㹏㸲：ⰼをほᐹするほⅬから見ると、ḟに㹑ちࡷんにどのような言葉かけをしますか。 

  （㹏㸱の意見と重なったグループもあった。） 

「㹑ちࡷんの好きなࢥスࣔスのⰼは、㸶つに分かれているね。࠾ⰼのⰍは、他にも、㉥やⓑやピン 

 「。ンジⰍで、みんなきれいだねࣞ࢜やࢡ

「のᱜのⰼにもఝているね。㹑ちࡷんの࠾うちにもဏいているのかな。」 

 「ඛ生と࠾㒊ᒇにもって入って、࠾ⰼの⤮をᥥいてみようか」➼、である。 

 ㄢ㢟や発ၥがこれでよかったのかというၥ㢟はูにして、実際場㠃で⚾が出ったをᣲげること

で、学生の㛵ᚰも㧗まった。学生は、「ᚰにᐤりῧう」と言う言葉をよくい、好きな言葉であるが、

ල体的なイメージがなくてもっている。 

学生は、話し合いά動を重ねていく中で、㹑ちࡷんの「ピンࣗࢳ」ということࡤいにはこだࢃら

 。に、ᬒをイメージしながら、様々にㄒるようになり、学生の表現ຊも豊かになったࡎ

 ⚾は学生に、よりࢥスࣔスに㛵ᚰを持ってしいとの㢪いで、つのことをほᐹしてみてはと提

して、授業を⤊えた。 

 「１つは、ྎ㢼でಽれたあとのࢥスࣔスは、どのように育つでしࡻう。もう１つは、ࢥスࣔスの中

にᫍが見えます。あなたたちの┠で確かめてください。」と、学生の体的な学びを期ᚅして、࢜ー

プンエンドのᙧでこのㄢ㢟についての授業を⥾めくくった。 

 学生の授業ᚋの、振り返りのカードをㄞむと、「様々な意見が出て、自分もその中にཧຍして意見

を言ったこと。子どものᚰにᐤりῧうことの㞴しさ、言葉かけの㞴しさを▱ったこと。学びの⣲ᮦが

身㏆にあることを▱った。」➼々、100 Ꮠ௨上にྛ学生がまとめて࠾り、方ྥ性のある授業づくり

に手ࡈたえを感ࡌた。 
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 授業を振り返ってみると、最初に自分の意見を書くことで、自分を見つめることができ、グループ

での討議で他の考えも受け入れて自分の考えをまとめ、全体での討議を通して気づきや深まりができ、

自分の考えを深めることで変容できた。こうした段階を踏まえて、振り返りの自己評価では、自分の

言葉で、確かな学びへとつなげている。書くことは、考えることでもあり、うまく表現できていなく

ても、授業での発言とともに学生を見ていくと、より確かな評価ができる。 

 授業では、学生に「感性」ということの意識を持たせ、教師として、子どもたちの前に立つことへ

の自覚を前提に、学生の五感を働かせることで、一人一人が個性を発揮し、自分自身の体験や感性を

もとに、発言することを求めてきた。 

 「感性とは、それを育む環境構成とは。」と、学生は自由な発想で討議を進め、自分を見つめ、自身

の体験や幼い頃の経験をもとに、五感を研ぎ澄ませて話し合いをした。体験に基づいた発言は、多少

長くなっても、他の学生も興味を示して聞いた。書籍に書いてあることを見つけて述べるのではなく、

実践的な内容こそ、自分が置かれてきた環境の中からの、その人の感性そのものであると考える。 

 
２．「こどもと体育」の授業を通して 

 感性を表現する『まねっこ体操』づくりをテーマにして、授業改善に取り組んだ。『まねっこ体操』

を表現遊びにつなげることを考えた授業づくりである。（学生の約 8 割は体育が嫌いであり、苦手で

あると自己申告している。） 

 実際の教育現場では、子どもたちは、まねっこして表現遊びをすることが好きである。リズミカル

な曲がかかるだけで動き出し踊りだす。タンバリンの音、ピアノのリズムに反応する子どもたちをイ

メージして、より体育的な動きづくりにできないかと考え、動きを創る授業づくりに取り組んだ。 

（１） 『まねっこ体操』の動きづくり 

 ・まねっこ体操の基本を、左右の軸足の体重移動とした。右足、左足、右足、左足・・・とし、こ 

こにどのように体の動きを乗せていくかを考えさせた。 

 ・曲（リズム）がある方が、気持ちよく動けると言うので、曲をかける。 

（曲名：Ｔｈｅ Ｌoco－Ｍotion、1974 年のＧrand Ｆunk の曲） 

  （もう少し速いテンポの曲の方が動きやすいと、学生の意見がでたが、しっかりとした体重移動

をすることを体操の基盤としたので、このテンポを基調にした。） 

 ・軽い乗りでの動きを考える。 

   手拍子をつける。 

   手の上下、体のひねり、サイドステップでの左右の動き、様々なバリエーションで動く。 

   １つの動きは、１分間程度として、苦痛にならないようにした。 

（脈拍数が、触診で測定できる 1 分間で 120～130 拍程度まで） 

（２） イメージをリズムに乗せる 
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 。ンスをまねた動きをసったࢲࣛࣇ、ỈὋ、ࢺーࢣとび、スࢃールつき、な࣎、ールᢞげ࣎・

・イメージの動きを変えるときは、⭸を྇いたり、ᗋを྇いたりして、間をとることにした。 

上グのձղを、ఇ᠁ᚋの授業の㛤ጞに、ルーテンして、前に立つ学生が௦ࢃる௦ࢃるに立っ

て、リズムに乗ってᴦしく（➗㢦で、リࣛッࢡスして）動けるようにしていった。 

学生の中には「‽ഛ㐠動のスࣞࢺッࢳ体操にも、曲がὶれる方が、大きくࡺったりとした曲げఙࡤ

しができる。ᣦඛまで表現ができる。」と意見を出した学生が࠾り、実際、「葉ຍ℩ኴ㑻と႐多㑻が₇

ዌするＭ\ ＦaYoritH 㹑onJV」からバイ࢜リンと࢜カリࢼの㟼かでスࣟーテンポの曲をὶすことで、

学生の動きがその曲に乗って、ࡺったりと動くことが確ㄆできた。リズムと㐠動については、ᐦ᥋な

┦㛵㛵ಀが成り立つようにᛮえる。 

（㸱） 授業のㄢ㢟は「身㏆なものをって㐠動遊びを考えよう。」である。 

・ᑟ入は、「まねっこ体操」のことは、考えࡎに、自由に考えさせた。 

（㸲） ᮦᩱを᥈して、㐠動遊びを考える。 

・タ࢜ル、᪂聞⣬、✵き⨁、✵き⎼、࣌ッࢺ࣎ࢺルがᮦᩱとしてあがった。 

・それࡒれに、どんな遊びができるかやってみることにした。意見を出した学生のᡤᒓするグルー 

プで考え、グループဨの学生のᣦᑟの下に、全ဨでやってみて、実践につなげるための改善Ⅼ 

を出し合った。 

・➇㉮遊ᡙとしての遊び 

   タ࢜ルで୧手をᘬっᙇって、⭡でᗋをる、ࠐࠐ㐠びࢤーム。 

   タ࢜ルをࡒうきんとしてって、ᤲ࠾㝖➇தࢤーム。 

   ✵き⨁、✵き⎼、࣌ッࢺ࣎ࢺルを立ててಽす、࣎ーリングࢤーム。 

   ᪂聞⣬乗り、ࢳーム࣡ーࢡとバࣛンスࢤーム。（2 つᢡり、4 つᢡり・・にして、4 人全ဨが᪂ 

   聞⣬にどこまで乗れるかを➇う。） 

・㨣ࡈっこ 

   ᪂聞⣬のしっࡱ取りࢤームやࢳࣁマ࢟取りࢤーム。 

   ⨁けりࢤーム。 

・➇㉮遊び 

   タ࢜ルや࣌ッࢺ࣎ࢺルをバࢺンにして、➇㉮。 

   ᪂聞⣬を⣽く長くษって、࠾⭡にᕳきけ、ⴠとさないように㉮る➇㉮ 

  㸨᪂聞⣬をったᤲ࠾㝖➇㉮もやってみたが、ⷧくて、うまくえなかった。 

（この遊びはࣟࣇアのᤲ㝖として最ᚋにうとよいと振り返りに書いた学生もいた。） 

 学生は、身㏆なものをって、㐠動遊びがᕤኵできることが体ᚓできた。また、自分ὶにᕤኵして、

教育現場でά⏝できるようにしたいと、ᑀにイࣛスࢺをῧえてグ㘓をṧす学生もいた。 

（㸳）᪂聞⣬をって  
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ᮦᩱについて考えさせる中で、「᪂聞⣬が、手軽で身㏆にあり、ά⏝しやすい。」と意見が出たの

で、ᮦᩱを、᪂聞⣬に㝈って、『まねっこ体操』と⤖びつけた㐠動表現を考えることに発ᒎさせた。 

㹏１ ᪂聞⣬をった『まねっこ体操』を考えよう。（ྛ自考え、グ㘓にṧす。ᩥᏐやᅗで書く。） 

㹏２ グループ（4 人）で、2 ✀┠に⤠って、曲に乗った動きを創ࢁう。（4 ✀┠までྍ） 

・グループで、表現方ἲをᕤኵし、⦎⩦する。（まとめᙺはグループ内の㑅でỴめる。） 

㹏㸱「まねっこ表現」を発表し、みんなでᴦしむ。 

・᪂聞⣬を⾰としてう。（しっࡱ取りࢤームやࢳࣁマ࢟取りࢤームをイメージしてస成。） 

・手にもって、㢼を表現しながら、曲に乗って動く。（上下、左右に動かす。） 

・᪂聞⣬をめて、Წ体操のイメージで、ࣛジ࢜体操をࣔࢳーࣇに動く。 

・動きのᣦᑟは、一人ࡎつ教師ᙺになって、教師とᅬඣのᙺ割₇ᢏのᙧで実践した。ᚲ4、ࡎ 人全 

ဨが௦ࢃる௦ࢃる、前に立ち、ྠࡌように見えても、表現ຊの㐪いに気づかせた。ఱが㐪い、ど 

こが㐪うか考えさせた。 

 ・自分と、自分のグループだけでなく、他人の₇ᢏもよく見て、࢛ࣇࣃーマンスの㐪いに気づかせ 

た。 

㹏㸲 そこで「表現ຊをアップさせるにはどうすれࡤいいだࢁうかと。」とၥう。 

  （学生の意見を聞き、実践する。） 

・左右への、一定のリズムではなかなか表現しづらい。様々なリズムの曲がᚲせである。᪂聞⣬を 

った表現には、㝈⏺がある。 

 ミࢥスᣔきの表現も取り入れて、少しࣛ࢞㝖やᤲ࠾。マイムを᥇り入れると、㠃ⓑくなるࢺンࣃ・

カルにしたり、ᢲす動సやᘬく動సを入れたりすると㠃ⓑくなるのではないかと学生が提し、

全ဨで動いてみると、᪂聞⣬をࢃなくても、全体の㞺ᅖ気が一気に┒り上がった。 

 。ん㐪いがあることに気づかされたࡪいࡎ、動きでも、┠⥺、ᣦඛの方ྥ、⭎の置➼でࡌྠ・ 

㹏㸳 ඛ生とᅬඣのタ定で、『まねっこ体操』のඛ生になってᣦᑟしましࡻう。 

学生が、一人ࡎつ前に立って、まねっこ体操のඛ生となり、他の学生がᅬඣであるとタ定 

して、ᶍᨃ授業のᙧにし、成ᯝを発表させた。 

 ・᪂聞⣬を持って、㢼になりきって、㢼の動きを表現した学生。また、その᪂聞⣬の大ᑠにして、 

動きを変えるᣦᑟをした学生。 

 ・᪂聞⣬をめてᲬにして、体の上下、左右、ひねりもຍえて体操に上げた学生。 

 ・᪂聞⣬一ᯛをᗈげ、人に見立てて᪂聞⣬を踊らせて、言葉かけを通して㺂全体を動かす学生。 

 ・᪂聞⣬で、⣬㕲◙をつくり、その音を㬆らしながら、大きな動きで表現した学生。その様子を見 

て、⣬㕲◙を 2 つస成して、୧手に持って、ࣃン、ࣃン音を出しながら動きをᴦしんだ学生。 

 ・動きに変をつけるために、タンバリンをᡴって、スピードやᙉᙅを表現した学生。 

学生の࢛ࣇࣃーマンスには、ྛ 人の個性や感性があり、ྠ 、つ㐪いもありࡎ動きのようでも、少しࡌ
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学生もそのことをよくほᐹして、その気づきを発表した。一人一人がみな㐪うことに気づかせた。 

また、ᶍᨃ授業をすることで、一人一人の個性を表現することにᣮᡓし、身にけた࢛ࣇࣃーマン

スを教育現場で実践してしいと考えた。 

（㸴） 『まねっこ体操』から、表現あそびへ 

学生からの申し出で、ྛグループで、学生の持っているスマー࢛ࣇࢺンのᫎീ㘓⏬を取り入れて分

ᯒをヨみることもྍとした。ྛグループには、1 人௨上、そうしたᶵ⬟をά⏝できるスマー࢛ࣇࢺン

を持って࠾り、自分たちの動きを見つめながら、௰間の意見もຍえて、そのものになりきって、ࢲイ

、に動くことができた。⚾は、それは表現㐠動であると評価した。そのことで、自己評価にもࢡミッࢼ

ᣦඛや┠⥺まで、⣽やかな評価もできていた。 

「まࡎᴦしく、そして⨾しく、最ᚋにຊᙉく」とみんなでኌかけ合ってきたが、ᚎ々に、よい動き

に変ࢃっていき、その学生のࢭンスの᪂さとᚰがゎᨺされたの動きの࣡ࣃーに㦫かされた。௰間

の表現を見て、感想を述べることでྛ人の動きもὙ⦎された。 

（㸵） ฏづくりとฏあげの㐠動表現から「ࡄにࡄࡷにࡷฏづくり」 

授業の最ᚋに、⚾の実践（ᑠ学ᰯప学年の体育の間での実践）を提示して、「㛵ᚰを持った人は、

教育、現場で実践してみてください。そして、様子を教えてしい。」と話して授業を⥾めくくった。

この内容は、௨下の通りである。 

・㹎Ｔ㸿のぶ子ά動で、ᐙᗞ⏝のࡈみ⿄と➉ひࡈをった⡆༢な 8 ゅᙧのฏをసる。学生にもసり 

方をᅗ示し、ฏの見本を見せ、⡆༢なものであることをᙉ調した。  

・ぶ子でసったฏを、ฏあげをして、グࣛンドを㉮りᅇる。 

・ḟに、体育㤋で、ฏあげの様子を、ඣ❺の表現㐠動で表現する。教師が、最初のきっかけの動き 

をして見せることで、様々な表現で、体育㤋いっࡥいに動きᅇり、ඣ❺は、に立ちṆまって、 

ฏあげを表現した。ኌかけをする度に、より大きな表現になり、動くことができる。 

（動きに変をつけるためには、タンバリンをά⏝した。） 

学生は、その、⚾がった、ࢺࣕࢳࣁリアンస曲の「の⯙」を㹁㹂で聞いたとたんに、「この

速いテンポの曲想で、子どもたちのᬒが┠にᾋかࡪようだ。このฏసりを自分もやってみたい。」

と言う学生もいた。体験を通した学び、その表現ຊを☻くことに㛵ᚰを持ってくれたことで、この授

業の┠ᶆが㐩成できたと感ࡌた。 

教師からの一方的なㅮ⩏ᙧᘧで▱識や動きを受け身で覚えるのではなく、学生が体的にཧຍして、

௰間と考えながらㄢ㢟をゎỴしていくຊを育てたい。ᅇは、グループ࣡ーࢡを取り入れ、ㅮ⩏ᙧᘧ

からの⬺༷を┠ᣦし、学びは、体的なά動でありႠみであることを学生には自覚させたいと考えて

授業を組んだ。 

 学生の意ḧ的な学びのጼを見て、ᙼらの感性が表出され、『まねっこ体操』から表現あそびへ⧅ࡄ

ことは、感性の表現そのものであると確ಙした。子どもたちの感性を育むためには、気づきをಁす教
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師のຊがᚲせであり、それは、教師本人の気づきや感性が豊かでなけれࡤ子どもの感性は☻かれない。 

第㸱、授業を⤊えて 

１．感性を育む 

学生には、ᑗ᮶教師として、子どもたちの前に、➗㢦で自ಙを持って立ってしいと㢪って 

いる。そのためには、まࡎ、自分を見つめる間をసることの大ษさをㄝき、授業でも、࣡ーࢡ 

シーࢺに書くことや授業の振り返りのグ㘓を書くことを求め、その間を確ಖするようにດめた。 

（・௨下は、学生の授業ᚋの気きや感想である。） 

・ 子どもが、ⲡⰼを見て「きれい」と言ったときに、その言葉を聞き㏨すのではなく、その言葉 

 からḟのά動へつなげていくことが、ಖ育⪅の感性であり、その⮫ᶵ応変な㛵ࢃりが子どもの感 

性を育てることになるとᛮう。ಖ育⪅は、一方的にやらせるのではなく、子どもが体的にά動 

できるようにすることが大ษだとᛮう。（通ಙ 30 ௦ዪ性） 

・ 感性とは、五感からఱかを自分で感ࡌ取れる⬟ຊであると考える。ྠࡌ≀を見ていても、人に 

よってそれは⨾しく見えたり、ởく見えたり、また、ఱも感ࡌることがない場合もある。1 つの 

ことを見ていても、そこから、なࡐそうなったのか、どうやったらこんな㢼にできるだࢁう。自 

分にもできるかな。調べてみたい。やってみたい。▱りたい。と、体的に動いていけるཎ動ຊ 

になるものの基♏が感性であると考える。そうした感性によって、人間の生άも発ᒎしてきたと 

考える。感性を育むための環境構成は、子どもに多様な体験をさせることが大ษであると考える。 

（通ಙ 20 ௦ዪ性） 

・ 体育はᚰのᗣ㐠動である。いやいやしたらᦆをする。⥭ᙇ感や㈇のୡ⏺が体育だとᛮっ 

ていて、その言葉の㡪きだけで嫌いな教⛉だったけど、子どもと᥋するための大なࢶールで 

あり、子どもたちとᴦしむための実践ຊをつけることが大ษだとᛮった。様々な㐠動遊びも、ࡩ 

れあいのୡ⏺でᴦしむことだとᛮえ、少しだけ自ಙのようなものがついた気がする。 

（通ಙ 30 ௦ዪ性） 

ᑠさいこࢁからࢥミࣗࢣࢽーションをとることが苦手な子は、࿘りの子と㛵ࢃることができࡎ、自

分のᛮっていることやఏえたいことがうまくఏえられࡎ、体験足にもつながる。こうした子どもの

ᚰにᐤりῧう教師のᏑᅾは重せである。ちࡻっとした教師のかかࢃり方、そのᑓ㛛性が重せで、ᑓ㛛

性を☻くために学び⥆ける教師のᏑᅾは、子どもたちにとって大ษな人的環境である。 

ᑓ㛛性があれࡤ、㐠動あそびも表現ά動につなげる➼、㉁の㧗い学びに変えていくことができるし、

教師が感性を育むことをᚰがけることで、子どもたちの▱的好ወᚰの㧗まりを見ることができ、経験

್としての教師の実践ຊがྥ上する。 

２．アࢡテࣈ・ࣛーࢽング「体的㺃ᑐ話的で深い学び」 

 1990 年௦に入るこࢁから、アメリカの㧗➼教育のୡ⏺で、「アࢡテࣈ・ࣛーࢽング」ということ

が言ࢃれるようになった。᪥本でも、ᖹ成 30 年度からの学⩦ᣦᑟせ㡿の改ゞに際して、中ኸ教育ᑂ
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議の⟅申を踏まえて、「体的・ᑐ話的で深い学び」と言いえて、その考え方を取り入れようと

している。⚾も、学生には、▱識を持つこと、覚えることが学びなのではなく、学びとは、発ᒎ的な

Ⴀみであるということの意識をᅗるᣦᑟをᚰがけてきた。ᅇの授業づくりも、アࢡテࣈ・ࣛー

ングのどⅬから、体的な学び、ᑐ話的な学び、深い学びのࢽ 3 つのほⅬから授業を見┤し、授業を

ᒎ㛤してきた。 

⚾の考える教師ീ、その㈨㉁・⬟ຊ（人᱁⪅であるために）は、教育ឡ（子どもが好き、教師がኳ

⫋と言える教師）であり、ᑓ㛛性（自らの学びを᳨ドし、研ಟにບむ教師）であり、බඹ性（♫性

をලഛした教師）であり、感（教育に㈐௵を持つ教師）のある教師であると考える。 

その㈨㉁のྥ上のためには、ࢥミࣗࢣࢽーション⬟ຊのྥ上とともに、方ྥ性のあるὶをする

ための▱識の㔞・⾜動ຊがᚲせである。感を感ࡌる学生にはྥ上ᚰがあり、学びに✚ᴟ性がある。 

「自分をよりよくしたい。これを表現したい。」と、振り返りのある学生は、▱的好ወᚰの㧗まりが

見られる。感動のある学生は、幼ඣ教育のୡ⏺でも子どもの㦫きや発見にも、その子のᚰにᐤりῧい、

ඹ感したり㦫いてみせたりできる➼、豊かな࢛ࣇࣃーマンスができる。 

┠ᶆが᫂確な学生は、振り返りのシーࢺの自己評価も᫂確である。ఱができて、ఱができるように

なりたいということが᫂確である。㢦に意ḧ的な表がఱ度も現れ、⾜動にもᩄᤩ性が生まれる。自

分の持てるຊを出しษって動くと、㐩成感の表や言葉が出てくる。学生の㛵ᚰ意ḧをかき立てる授

業づくりこそ重せであると考える。 

  
 にࡾࢃ࠾

幼ඣ期は身体表現によるఏえあいから言ㄒ表現によるఏえ合いへと変していく期にᙜたるこ

とから、話すこと、聞くことを中ᚰに、㐩とఏえ合うことやみんなで話し合うことのᴦしさを味ࢃ

い、そして、また、聞こうとするែ度が育たなけれࡤならない。 

子どもたちが┠に見えるୡ⏺に遊び、実体験を通した意ḧ的な学びが見られるのが自↛なጼである。

そして教師にも、子どもたちの学びをຓするために、確かな㈨㉁・⬟ຊがᚲせである。そのために

は、研ಟຊを㧗め学び⥆ける教師でなけれࡤならない。 

本学の学生の中に、体的で実践的な学びのᚲせ性に気づいた学生のᏑᅾが見えて、この学びのᅾ

り方をḟ年度へつなげたいと考えることができた。 
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